
 
 病院と地域住民の定期的 
 懇談会を組織化    （10） 

 
  地域医療センター運営への住民参加 

 住民は、病状によって周辺開業医の 
 利用 
 病院と開業医の一層の連携強化 
 地域ケアスタッフの負担軽減  （7-1） 

 
 患者の尊厳とコミュニケーションの 
 充実 「ありがとう」の言葉 （6-Ⅲ-１） 

  
 幼児から高齢者まで行政・病院一体 

 となった住民健康管理システム構築 

 

 病院施設・地域施設を利用して、健康増進の 

 ための運動施設を 

 
 「講演会含む病院報告会」の 

 定期開催で、開かれた病院と 
 して市民と話し合う場を  （3-1） 

 
 臼田支所の空室で、病院スタッフ 

 による勉強会 
 市民と病院、行政の協働 （3-2） 

 
 理学療法士などによる「健康づくり教室」の開催 

 市民・病院・行政の協働運営       （3-4） 

 
 在宅介護・施設をつなげる 

 支援活動＝コーディネート 
 （ケアマネの負担軽減）  （1-3） 

 
 支え会・ボランティアなど 

 の地域支援組織の拡充 

 
 在宅介護・在宅医療の一層 

 の充実 
 市民の理解と支援  （3-5）   シルバー人材の活用・ 

 ボランティア活動支援 
 などで老後もイキイキと         
           （5-5） 

 
 介護サポートセンター 

 子育て支援センター 
 御用聞き・配食サービスの 
 病院との連携・活用  （9） 

 
 知識・経験を活かして社会貢献を 
 したい高齢者の活躍の場 （11- 1） 

 
 地域ケアスタッフの 
 増員    （7-2） 

  
 病院と各種団体との連携 

 （学校・保育園・職場・老人 
 会・医療職ＯＢ・ＯＧ） 

 
 ウォーキングロード、道端の 

 あずまや、健康福祉意識の 
 高揚        （1-6） 

 
 バリアフリーの散歩道 
 医師常駐の介護施設・緑地公園（２） 

 
 病院関連施設を周辺に 

 集約 
 （介護施設・宅老所） 
 学校・保育園との交流も 

 
 巡回バス・乗り合いタクシー 
 などの輸送サービス（5-2） 

 
 商店街の活性化・共同スー  

 パーの運営 
 買い物難民の解消 （5-3）             

 

 有料老人ホームの建設検討（5-6）  

 
 医療資材生産企業の地区内への誘致 
 関連倉庫の提供        （6-Ⅱ-2）   

 介護・福祉関連産業の育成 （９） 

 
 臼田中学校南側に統合小学校 
 の建設         （8-1-①） 

 
 佐久病院東から臼田中学校西に 

 バリアフリーの歩道橋設置 
 あいとぴあとの連携  （8-1-②⑤） 

 
 親水公園・いやしの広場・市民農園の 
 設置       （8-1-③④・8-2-⑥） 

 
 臼田小学校の跡地に、福祉・介護の 

 専門学校を誘致 
 プール・体育館をリハビリ・トレー 
 ナーセンターとして利用 

 生涯学習センターの設置 

 
 臼田小学校校庭にケアつき 
 マンションの建設   （8-2-④） 

 
 河川敷駐車場・商店街・ 

 稲荷山間に「車いす 
 通り」の建設  （8-2-⑤） 

  各病棟に一部屋、面会サロンを設置し、憩いの場に 
 絵画・写真の展示、 院内図書館の充実、１階ギャラリーの継続 （3-6） 

 
 市民・病院・行政の運営会等の組織化 

 お産・幼児の病気などについて、 
 病院スタッフの勉強会 
                （3-3）                     

 
 病院従業員の地区内の住居 

 増改築資金・税金などの優遇 
 策の検討         （4-5） 

 
 病院従業員の住居建設の為の住宅地 
 取得時の優遇策を検討      （4-6） 

 
 独身医師・看護師等と地元独身者の交流会を 

 恒常化。看護学校生との交流 
 地元独身者との結婚で定住人口の増加 

 結婚後も家族で支えていく 
 交流場所・交流方法の検討  
                   （4-1-①②③④⑦⑧） 

 
 介護保険料抑制の為に、予防事業の強化 

 病院は指導センターの役割を    （11-2） 

 
 看護師以外の医療職も在宅へシフト 

 「おらたちの病院」として一層の連携を  
                   （11-3）          

 
 行政・病院・住民等が 

 一体となった取り組み、 
 組織化    （1-2） 



  
 看護学校前の職員駐車場、臼田 

 中央ビルを解体し、患者さんの 
 立体駐車場を建設 
 商店街を通る病院へのアクセス 
 を整備 

 病院周辺から稲荷山まで車いす 

  の通行可能な歩道の整備 

 歩行者優先ゾーンの整備 
 無償の移動手段の提供 
 （自転車など） 

 
 医師住宅用の土地の提供 

 
 病院従業員駐車場と空き医師住宅 

 を高齢者共同住宅に  
 行政も参入、有効利用を 

 
 新しい商店経営者の発掘・募集、ブランドのある商店づくり 
 

 
 ホームページの開設 

 （市または商店街で管理） 
 商店街・企業の紹介  
 空き店舗の入居者募集 

 
 臼田の特産品・地元産農産物の 
 販売  → 道の駅 

老人向けマンション・介護 
施設の誘致 
病院を核として中心部に 
福祉施設・移住者向け有料 
マンションを建設 

 勝間園の中心部への移設 

 
 コミュニティセンター・リハビリ 

 センター・健康ランド・地元食材 
 販売センターの複合施設 

 温泉プール・風呂を作って 
 若い人も行きかう町 

 オアシス広場 
  周辺地域の歴史・文化等 

  の巡回ツアーの発着点と 
  しての休憩施設 
 

 ワンコイン銭湯で交流の場 

 
 稲荷山の駐車場の整備 

 商店街から車いすで登れる 
 ように歩道の整備 
 健康・リハビリに有効利用 

 
 旧臼田時代の稲荷地区街路   

 整備、鳥居、星の名前の街路 
 等が中途半端になっている 
 計画当初の思い実現していく 
 努力を 

 
 看護専門学校の拡充 

 
 地域医療センターの具体的な 
 姿の早期発表を 

 
 災害（千曲川の氾濫 

 等）も考慮した設計を 

 
 小学校の統合計画を早期に 

 立て、跡地利用も含めた有効 
 活用 

 
 福祉が充実 → 買物が楽 行動 
  が楽 

  気楽に話せるコミュニケーション  
  趣味を活かせる 

 
 ぴんころ地蔵の見学         本院内に長寿教室 

 （ぴんぴんころりの考え方）    体操・遊戯・検査等の専門ホール 
                     長寿料理の提供（食材の地産地消） 
                     平の宿泊施設で一泊 
                   

  
 病院で使う資材・食材は 

 「地産地消」を 

 
 駐車場と病院、商店街の一体感  医療機材の地元企業での製

造 ・メンテナンスなど魅力ある
商品の開発 

 
  直径５００m程度の範囲に、日常に 

 必要な施設の整備 
 （病院・役場・銀行・郵便局・ＪＡ・ 
  衣食住の商店） 

 
  日常の健康維持・医療受診の 

  体制の充実 
  （佐久病院・雨宮病院・周辺開業医・ 
  薬局・薬店の集約と連携） 
 

 
  佐久総合病院を中心とした 

  高齢者に住みよい福祉の 
  充実したまち 
  （福祉施設・老人マンション 
  などの中心部集約化） 

 
 案内看板で、観光施設 

 同士を結びつけ、一体感  
 のあるまちづくり 

 
 病院を中心に人が回遊できるまち 

 若月総長の家を記念館に 
 臼田出身の偉人たちの検証施設 
 民俗資料館など 



 
   

 
  ・センターライン 
 

  ・３、５ｍの歩道の整備 
 
  ・桜並木を歩道の横に 

 
   

  
  

  ・河川敷に整備 
 
  ・自然公園的な整備 

 
  ・小川や木の設置 

 
   

  
  
 ・河川敷の遊歩道を臼田橋から住吉橋までの 

  間、川東側、川西側まで一周できる遊歩道 
  の整備（幅３、５ｍ） 

  
 ・歩行者、車イス等で利用できる歩道にする 

 
 

 
  ・佐久病院前商店街の歩道の整備 
 

  ・八十二銀行～堀内組前信号までの歩道の整備 
 
  ・玉屋菓子店～橘倉酒造までの歩道の整備 

 
   

 
  ・病院東側と臼田中学校西側を結ぶ歩行者専用 
   の橋の設置 

 
 

   
 
  ・稲荷山北、病院職員駐車場を稲荷山、河川敷公園用として 

   駐車場を整備する 
 

  ・町誌編纂室（旧公民館）を駐車場として整備 
 
  ・千曲川東西に駐車場を整備 


